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祝



敬
老
の
日
を
お
迎
え
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
と
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た

皆
様
方
の
ご
労
苦
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
今
ま
で
の
三
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ

た
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
集
う
行
事
が
何
も
か
も
中
止
に

な
り
、
マ
ス
ク
越
し
の
会
話
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
も
熊
本
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
の
流
行
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
黒
石
団
地
区
の
敬
老
会
対
象
者
は
四
百
七
十
名
を
超
え
、
心
よ

り
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
長
寿
を
お
慶
び
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
敬
老
祝
賀

会
を
公
民
館
や
黒
石
体
育
館
で
の
開
催
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
座
席

離
隔
の
確
保
、
会
場
へ
の
移
動
方
法
な
ど
困
難
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、

皆
様
が
一
堂
に
会
す
る
祝
賀
会
は
止
む
無
く
中
止
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

皆
様
方
と
の
交
流
の
場
が
な
く
な
る
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
が
、
今

年
も
お
祝
い
の
お
茶
、
お
菓
子
と
、
こ
の
小
冊
子
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

本
年
の
小
冊
子
は
表
紙
・裏
表
紙
に
児
玉
琢
磨
さ
ん
作
の
絵
と
文
章
を

配
し
、
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
俳
句
、
文
章
、
陶
芸
作
品
等
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
後
半
に
は
パ
ズ
ル
や
佐
藤
峰
子
さ
ん
作
の
「ま
ち
が
い
探

し
」な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
お
楽
し
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
が
健
康
、
安
全
で
心
豊
か
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
敬
老
の
日
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

「
敬
老
の
日
祝
辞
」黒石

団
地
区
自
治
会

区
長

本
田

啓
修

P-1

今年のできごと



「終
活
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
」

娘
か
ら
終
活
ノ
ー
ト
を
貰
った
。
歳
だ
か
ら
残
さ
れ
た
家

族
に
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
か
？

「い
ず
れ
」と
思
って
い
て
も
、
い
ざ
渡
さ
れ
る
と
複
雑
な

思
い
に
な
る
。

さ
て
、
何
か
ら
書
き
出
す
か
？

出
生
の
こ
と
、
経
歴
・不
動
産
、
通
帳
・実
印
の
あ
り
か
、

そ
こ
ま
で
は
わ
か
る
が
・・・

後
は
ど
う
に
か
で
は
済
ま
さ
れ
ず
、
未
だ
に
進
ん
で
い
な

い
・・・

中
組
四
班

児
玉

琢
磨

「
料
理
を
始
め
ま
し
た
」

家
内
が
圧
迫
骨
折
で
入
院
し
た
二
か
月
間
、
苦
心
し
な

が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。

退
院
し
て
か
ら
も
体
調
が
良
く
な
い
し
、
立
って
料
理

す
る
の
が
苦
痛
と
言
う
の
で
、
引
続
き
自
分
が
作
り
続
け

て
い
ま
す
。

今
は
い
ろ
い
ろ
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

モ
ヤ
シ
と
ツ
ナ
缶
を
炒
め
た
り
、
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
った
り
で

す
。

西
組
六
班

内
藤

清
一

雑感・随想・エッセイ・雑文

「夢
」

私
に
は
、
若
い
時
か
ら
の
夢
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
超
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
席
に
乗
って
、

北
海
道
ま
で
行
く
こ
と
で
す
。

思
い
は
、
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
・・・

中
組
一
班

福
岡

淑
子

「
ア
ゴ
は
達
者
で
」

早
い
も
の
で
今
年
の
十
二
月
で
、
つ
い
に
八
十
歳
に
な
り

ま
す
。
最
近
は
気
力
体
力
が
少
し
落
ち
て
居
ま
す
が
、
ア

ゴ
だ
け
は
達
者
で
す
。

団
地
内
で
も
高
齢
者
の
方
が
随
分
多
く
な
って
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
隣
近
所
、
人
と
人
と
の

繋
が
り
を
大
事
に
団
地
を
盛
り
あ
げ
に
ゃ
い
か
ん
。

私
も
後
二
十
年
、
皆
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

東
組
四
班

軸
丸

武
治

P-2



雑感・随想・エッセイ・雑文

P-3

「向
こ
う
三
軒
両
隣
」

知
り
合
い
も
無
く
、
黒
石
団
地
区
民
と
な
って
十
五
年

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・民
生
児
童

委
員
の
活
動
を
通
し
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
良
く
し
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
組
六
班

島
村

保
夫

「つ
れ
づ
れ
の
記
」

人
生
五
十
年
と
言
い
ま
す
が
、
黒
石
団
地
に
き
て

今
年
で
五
十
年
に
成
り
ま
し
た
。

南
一
組
二
班

田
村

信
雄

「雑
感
」

昭
和
四
十
七
年
十
月
か
ら
黒
石
団
地
に
住
ん
で
今
年

で
五
十
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
団
地
で
は
、
ど
ん
ど
や
、

春
の
運
動
会
、
夏
祭
り
、
秋
の
敬
老
会
と
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
秋
祭
り
が
開
か
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

南
一
組
一
班

塚
野

周
二

「敬
老
の
日
に
寄
せ
て
」

敬
老
の
日
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
言
う
の
も
気

が
引
け
る
程
、
私
の
廻
り
に
い
ら
っし
ゃ
る
先
輩
方
は
と
て

も
お
若
い
で
す
。
い
つ
も
私
達
に
様
々
な
形
で
気
を
遣
って

く
だ
さ
った
り
等
、
日
頃
よ
り
自
然
に
歳
を
重
ね
る
事
へ
の

素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
下
さ
って
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
自
身
の
健
康
を
第
一
に
、
私
達
の
為
に

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
下
さ
い
。

中
組
三
班

冨
士
川

俊
子

「つ
れ
づ
れ
の
記
」

今
年
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
に
入
り
、
時
々
行
って

楽
し
く
や
って
い
ま
す
。南

一
組
二
班

田
村

ヤ
ツ
ミ

「つ
れ
づ
れ
の
記
」

縁
あ
って
当
地
区
に
新
居
を
得
て
家
族
四
人
で
生
活
を

始
め
た
の
が
平
成
五
年
。
気
が
つ
け
ば
三
十
年
経
ち
。
二

人
の
子
供
ら
も
当
時
の
私
ら
と
同
い
年
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
家
庭
を
持
つ
。

そ
し
て
私
ら
は
、
孫
ら
に
「ば
ば
・じ
じ
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

〔ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
辞
世
の
句
〕

散
り
ぬ
べ
き

時
知
り
て
こ
そ

世
の
中
の

花
も
花
な
れ

人
も
人
な
れ

南
二
組
四
班

大
内
田

聖
和



雑感・随想・エッセイ・雑文

P-4

「我
が
郷
土
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
！
」

ロ
ッ
ソ
時
代
か
ら
応
援
を
始
め
て
十
六
年
。
昨
年
は

Ｊ
1
へ
あ
と
一
歩
ま
で
迫
り
な
が
ら
、
今
年
は
新
た
な
メ
ン
バ
ー

で
闘
って
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
後
半
か
ら
苦
し
い
闘
い
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
天
皇
杯
で
は

Ｊ
2
勢
唯
一
の
ベ
ス
ト
4
に
勝
ち
上
が
り
、
国
立
の
決
勝
戦
ま

で
、
も
う
一
息
！

さ
ぁ
最
後
ま
で
共
に
闘
お
う
！南

二
組
三
班

池
江

安
英

※

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
残
り
三
試
合
。
プ
ロ
の
試
合
を
ス
タ
ジ
ア
ム

で
生
で
観
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
迫
力
あ
り
ま
す
よ
！

「老
人
憩
い
の
家
」ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

黒
石
団
地
か
ら
車
で
十
分
で
行
け
る
合
志
市
の
温
泉
施
設
で

す
。
温
泉
の
他
に
囲
碁
・将
棋
、
週
三
回
の
カ
ラ
オ
ケ
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
等
娯
楽
設
備
も
備
え
、
十
七
名
の
管
理
員
が
毎
日
二
名
で
対

応
、
我
が
団
地
か
ら
も
五
名
の
勤
務
員
が
お
り
ま
す
。
六
十
歳
以

上
で
入
館
料
百
円
で
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

南
二
組
三
班

島
山

孝
男

(

憩
い
の
家

管
理
受
託
者)

・施
設
利
用
の
紹
介
で
す
。

入
館
資
格

:

六
十
歳
以
上

入
館
料
一
人

百
円

（合
志
市
以
外
の
方
）一
人

四
百
円

施
設
利
用

午
前
九
時
～
午
後
四
時

入
浴
は
午
後
七
時
ま
で
（最
終
受
付
は
午
後
六
時
半
ま
で
）

障
が
い
者
の
浴
室
利
用
も
あ
り
ま
す
。
介
添
え
者
は
年
齢
は

不
問
で
す
が
入
館
料
が
必
要
で
す
。

※
休
日
や
利
用
受
付
の
詳
し
い
内
容
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ニ
ア
の
呪
文
」

・貴
方
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・貴
方
が
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・貴
方
が
安
全
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・貴
方
が
心
安
ら
か
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に

私
は
、
い
つ
の
日
も
念
じ
て
い
ま
す
。

(

貴
方
を
「私
」と
読
替
え
て
も)

北
二
組
一
班

村
崎

よ
し
の
り



雑感・随想・エッセイ・雑文

P-5

「雑
感
」

以
前
は
個
人
宛
の
案
内
状
に
喜
び
写
真
撮
影
等
、
区
一
丸

と
な
って
お
祝
い
し
た
敬
老
会
、
現
状
は
対
象
者
も
増
え
一

同
に
会
す
る
機
会
が
無
理
。
こ
れ
も
ま
た
安
心
で
住
み
よ
い

地
区
に
恵
ま
れ
、
皆
が
健
康
で
あ
る
証
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
に
合
った
楽
し
さ
に
汗
を
流
し
、
時
に

は
反
省
も
し
、
病
院
と
も
付
き
合
い
、
若
い
方
に
耳
を
傾
け

交
わ
り
が
ん
ば
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

中
組
二
班

、
前
川

一
男

➊
平
均
寿
命
男
性
八
十
一
歳
！

ぼ
ち
ぼ
ち
免
許
返
納
せ
な
い
か
ん
。

➋
後
期
高
齢
者
か
ら
、
主
人
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

主
婦
は
老
人
ホ
ー
ム

北
一
組
四
班

三
ツ
井

武
治

「雑
学
」

コ
ン
セ
ン
ト
の
穴
は
、
な
ぜ
左
が
大
き
い
の
か
？

家
庭
用
の
電
気
は
、
６
６
０
０
ボ
ル
ト
の
電
柱
上
の
変

圧
器
で
１
０
０
ボ
ル
ト
に
変
え
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
電
柱
上
の
変
圧
器
が
故
障
し
た
ら
６
６
０
０
ボ

ル
ト
の
電
流
が
流
れ
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

左
の
穴
が
大
き
い
の
は
ア
ー
ス
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

東
組
四
班

山
口

亙

コンセントの穴が左右で大きさが違うのはなぜ？



P-6

川柳・俳句・短歌・肥後狂句

楽
し
み
は

み
ん
な
が
笑
う

笑
顔
か
ら

あ
し
た
に
つ
な
ぐ

黒
石
団
地

北
一
組
二
班

春
村

満
男

誇
り
持
ち

わ
が
人
生
は

富
士
の
山

師
と
あ
お
ぎ

ト
ン
ネ
ル
ぬ
け
て

笑
う
日
々

中
組
二
班

鳥
飼

幸
枝

古
希
超
え
て

お
ク
ス
リ
さ
ん
が

命
綱

コ
ロ
ナ
縁

マ
イ
料
理
が

楽
し
み
に

物
価
高

家
庭
菜
園

役
に
立
ち

南
二
組
三
班

岩
橋

世
紀

・
ス
マ
ホ
に
は

頭
脳
を
使
い

若
返
る

・
妻
と
オ
レ

ア
レ
、
コ
レ
だ
け
で

エ
コ
会
話

・
ま
た
打
つ
の

ワ
ク
チ
ン
回
数

孫
の
数

・
ガ
ラ
系
を

ス
マ
ホ
に
変
え
て

ス
ト
レ
ス
増
し

中
組
三
班

古
瀬

武
美

敬
老
会

団
地
に
住
ん
で

五
十
年

二
本
杖

朝
の
散
歩
は

こ
こ
ち
い
い

南
一
組
四
班

高
濱

タ
エ
子

人
生
こ
ん
な
も
の
か
と

思
い
つ
つ

ま
ァ
ー
だ

先
行
く
道
が
あ
る

楽
し
み

楽
し
み

中
組
一
班

宗

澄
子

「
肥
後
狂
句
」

・
暑
い
で
す

天
然
水
に

助
け
ら
れ

・
暑
い
で
す

畑
の
草
が

よ
く
の
び
て

・
暑
い
で
す

残
暑
が
つ
づ
き

花
も
か
れ

西
組
二
ー
一
班

石
坂

文
子



「
私
の
健
康
法
」

〇
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

・
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
食
物
繊
維
は
積
極
的
に
摂
取

〇
睡
眠
を
十
分
に
取
る
。

足
ら
な
い
時
は
昼
寝
を
す
る
！

〇
無
理
の
な
い
運
動

・
心
肺
機
能
、
筋
力
を
意
識
し
て

〇
好
き
な
遊
び
を
持
つ
！

〇
時
々
、
頭
の
体
操
を
す
る
！

北
二
組
四
班

高
良

利
信

P-7

川柳・俳句・短歌・肥後狂句

孫
帰
る

テ
レ
ビ
の
手
形
も

ま
た
嬉
し

重
く
な
っ
た
ね

孫
の
成
長

老
い
感
ず

南
二
組
三
班

池
江

安
英

深
マ
ス
ク

紅
裙
見
ず
に

歳
重
ね

北
二
組
一
班

村
崎

よ
し
の
り

※
「
紅
裙
」
こ
う
く
ん

赤
い
す
そ

転
じ
て
そ
れ
を
着
た
美
し
い
女
性

一
、
備
え
あ
れ

防
災
マ
ッ
プ
に

防
空
壕

二
、
台
風
の

目
に
綿
菓
子
の

棒
を
入
れ

三
、
メ
ダ
カ
ブ
ー
ム

メ
ダ
カ
の
学
校
は

家
の
中

中
組
二
班

莟

政
宏

私の健康法



P-8

私の健康法

「
私
の
健
康
法
」

八
年
程
前
、
肩
が
痛
く
て
腕
が
突
然
上
が
ら

な
く
な
り
、
う
つ
伏
せ
か
ら
天
井
向
き
に
ひ
っ

く
り
返
る
の
に
、
一
分
以
上
か
か
る
有
様
で
し

た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
一
ヵ
月
以
上
行
な
っ
て
や
っ

と
回
復
し
た
の
で
す
。

以
上
の
し
ん
ど
い
経
験
か
ら
、
テ
レ
ビ
体
操

を
朝
１
０
分
行
な
う
の
が
私
の
健
康
法
で
す
。

南
二
組
四
班

元
田

義
広

「
私
の
健
康
法
」

〇
鼻
で
三
秒
間
吸
う

口
で
五
秒
吐
く

三
～
四
回
繰
り
返
す

・
血
圧
降
下
、
睡
眠
に
役
立
つ
か
と
！

南
二
組
三
班

岩
橋

世
紀

「
健
康
」

六
月
、
高
校
最
後
の
同
期
会
に
柳
川
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
色
々
な
方
々
と
お
会
い
す
る
の
は
い

い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

丸
山
先
生
の
太
極
拳
教
室
に
週
一
日
通
っ
て

い
ま
す
。
行
き
は
苦
に
な
り
ま
す
が
、
帰
り
は

「
ス
ッ
キ
リ
」
し
ま
す
。
頭
の
体
操
で
時
々
ミ
シ
ン

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

南
二
組
四
班

朝
日

茂
子

「
食
べ
物
に
注
意
し
て
い
ま
す
」

「
蛋
白
質
」
の
多
い
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

「
カ
ル
シ
ウ
ム
」
の
多
い
小
魚
、
乳
製
品
、
そ
し
て

野
菜
、
果
物
を
頑
張
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

一
日
で
も
長
く
健
康
で
過
ご
せ
る
様

心
が
け
て
い
ま
す
。

南
二
組
四
班

朝
日

茂
子

「
私
の
健
康
法
」

私
の
趣
味
の
ひ
と
つ
は
、
下
手
の
横
好
き
の

写
真
で
す
。
七
十
歳
か
ら
三
年
を
か
け
て
熊
本

県
四
十
五
市
町
村
す
べ
て
を
巡
り
、
手
作
り
の

写
真
集
「
く
ま
も
と
の
宝
3
0
0
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

今
は
マ
イ
カ
ー
の
車
中
泊
で
ル
ン
ル
ン
、

九
州
・
山
口
の
撮
影
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

写
真
は
、
老
い
た
足
腰
の
強
化
と
脳
の
活
性

化
に
繋
が
る
、
と
っ
て
お
き
の
健
康
法
で
す
。

北
一
組
二
班

木
下

賢
一



【遊び方】積み木の数は何個あるでしょうか? 【ルール】目標９０秒

回答は次回発行のふれあいにて
発表致します。お楽しみに！！

P-9

頭の体操

絵：黒石団地区佐藤峰子 さん（西組）

つの間違いさがし さて、どこでしょう？ ノーヒント

積み木数え

【遊び方】〇に文字を入れて、シルバー川柳作品を完成させて下さい。

②自己紹介 名前、出身 趣味、〇〇

③翔平か 朗希にしよう 〇の名は

④５時起床 ７時散歩で ９時〇〇

⑤どの顔も 〇〇師に見える インターフォン

②ヒント：健康第一です

③ヒント：いくつになってもかわいい

④ヒント：気持ちいい

⑤ヒント：警戒心強い

⑥〇〇に 冥途の行き方 聞いてみる ⑥ヒント：人工知能

※出典：公社全国有料老人ホーム協会

①リハビリに 〇〇は嫌よと 精を出し ①ヒント：負けない気持ち

老いを楽しく明るく詠う！

⑦脱マスク よけい分からぬ 〇だっけ ⑦ヒント：あるあるです

⑧免許より 〇返納 したい妻 ⑧ヒント：編集者苦笑いです

川柳クイズ

個 個

個

個

個個 個

個
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頭の体操

二次熟語クイズ

図形問題

【遊び方】次の四角のなかの丸を一筆でつないできましょう。

【遊び方】真ん中に漢字1文字入れて、4つの二字熟語を完成させて下さい。
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頭の体操

ご当地問題(熊本県)

【遊び方】４文字熟語が隠れています。見えている部分からどんな４文字熟語か考えてみましょう。

【遊び方】熊本県に関する問題を解いてみましょう。

隠れている４文字熟語

一石二鳥
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絵・手紙

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
ね
。

た
く
さ
ん

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

た
く
さ
ん

あ
そ
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

北
一
組
二
班

杉
田

萌
歌

佳
音
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私の陶芸作品

暗い部屋の中で桜の木・桜
の花を映し出す電灯として
作ったもの

上の器 ：ビールジョッキ
右２段目：ご年配者向け滑

り止め付きコップ
左３段目：焼酎お湯割り用

コップ

夜のフクロウを見るよう電灯
付きで作ったもの

退職してから市の陶芸講座に行き我が家で使う食器は
自作の陶器をめざしてガンバッテます
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くらしに役立つ便利ワザ！！

ジッパー付き袋の再利用

以下の手順で再利用が可能です。みなさまも是非お試しを！ ※出典：警視庁ホームページ

マスクを付けてもメガネが曇らない方法

災害時、埃等防止のためマスクが必須となります。眼鏡の方は、「マスクを
すると、自分の息で目の前が真っ白！」の経験がありませんか？解決方法は、
マスクの上部を内側に折る、若しくは、マスクの内側にティッシュを添える
だけです。花粉症の季節や風邪の時にも使えますので、一度お試し下さい。

使用済みのジッパー付き袋を捨てようとしたところ、妻から「待って！」と中止命令があり、
再利用を教えてもらいました。ただ、ジッパー部分が汚れてしまった場合は潔（いさぎよ）く
捨てることをおすすめします。私は妻に見捨てられないように命令には潔く従い、夫婦生活を
円満にすすめるつもりです。



※

表
紙
と
裏
表
紙
の
絵
と
文
書
は
中
組
４
班
児
玉
琢
磨
さ
ん
作
。

ひ
ま
わ
り
ラ
ン
チ
お
弁
当
の
掛
け
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

先
日
、
熊
日
新
聞
に
そ
の
功
績
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

黒石団地区敬老会
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